
大規模な医療法人・社会福祉法人が選んだ
「PCAのひろがる連携機能」。
20ヵ所以上の施設で働く約700名の従業員の
勤怠管理・給与計算・会計業務を、
管理本部の数名だけで管理することが可能に。

導入システム

・システムの老朽化に伴う処理速度の遅さを解決したい。

・大規模法人を少数の職員で管理したい。とりわけ複雑な勤怠管理の
流れを改善したい。

・会計の効率化に加えて、入職して間もない人でも理解しやすい経理
の流れを構築したい。

・複数台で運用できるネットワーク版『PCA for SQL』で、安定的なネット環境で各地の施設を
繋いだ運用が可能に。

・PCAの連携機能を利用することで入力工程を大幅に効率化。勤怠時間の管理⇒給与計算⇒給
与明細の電子化⇒年末調整ペーパーレス化の流れで、少数の職員でも大規模法人を管理しや
すい。

・『PCA会計 for SQL』により本部と各施設で入力作業の分担が可能に。わかりやすい『PCA会
計』の操作性と自社マニュアルにより、入職間もない人でも使えるシステムに。ライセンスを会
計事務所にも与えることで確認もしやすい環境に。

勤怠管理が複雑な医療・介護・保育施設。医療法人・社会福祉法人の職員は合わせて約1,000名。

その中のおよそ20ヵ所の施設で働く約700名の従業員の勤怠管理と給与計算を、数名の本部職

員で管理しているのが医療法人社団 敬和会だ。会計については、20ヵ所以上の施設のとりまと

めを本部職員3名で管理している。これを可能にしたのが「PCAの柔軟な連携機能」だ。同法人の

職員、販売パートナー、PCAの「人の連携」が功を奏し、大規模なシステムの入れ替えが成功した。

医療法人社団 敬和会

導入効果導入の狙い

プロファイル

PCA 導入事例

医療法人社団 敬和会
□所在地︓〒024-0072 岩手県北上市北鬼柳22-46
□設立年︓平成元年
□職員数︓約1,000名  ※医療法人・社会福祉法人職員の合計
□事業内容︓医療・介護サービス
   〇外来  〇訪問診療  〇透析  〇健康増進センター  〇介護老人保健施設
   〇短期入所  〇訪問看護  〇訪問介護  〇訪問リハビリテーション
   〇通所リハビリテーション  〇認知症対応型共同生活介護  〇小規模多機能型居宅介護
   〇居宅介護支援  〇在宅介護支援センター  〇地域包括支援センター
□URL︓http://www.keiwakai.info

・PCA会計 for SQL 15CAL
・PCA給与 for SQL 10CAL
・PCA商魂 for SQL 5CAL
・PCA商管 for SQL 5CAL
・PCA法定調書 for SQL 3CAL
・PCA人事管理 for SQL 10CAL

・PCA給与 Client-APIライセンス
・PCAマイナンバー収集サービス
・PCA FinTechサービス

・オフィスステーション 給与明細 ※1
・オフィスステーション 年末調整 ※2
・クロノス ※3
・PSD労働社会保険 ※4

地域の健康は、私たちの願いです
皆様の笑顔は、私たちの元気です
「医療法人社団 敬和会」「社会福祉法人 平和会」は、
常に地域の皆様のニーズに応えながら、
地域の皆様とともに歩み続けてまいります。



導入前の運用と課題

○数多くの施設と職員を抱える
   医療・社会福祉法人の悩みとは

岩手県北上市で地域に根差した医療・介護・保

育のサービスを提供している医療法人社団 敬和

会。姉妹法人の社会福祉法人 平和会を合わせ

て、約1,000名の職員がクリニックや介護老人保

健施設、保育所などの持ち場で健康や生命、成長

に貢献している。メディカルサービスに強いシス

テム開発会社も関連会社に持っており、理事長

自ら以前より先進のテクノロジーを積極的に取

り入れてきた法人でもある。

敬 和 会では長年ER Pパッケージ の『P C A  

Dream21』を利用していたが、システムの老朽化

に伴い処理能力の遅さが気になっていた。給与

担当の豊田氏は当時について次のように語る。

「給与計算については大きく2つの課題があり

ました。1つはシステムの老朽化による処理ス

ピードの遅さで、登録ボタンを押した後の処理

や検索に秒数がかかるようになりました。そして

もう1つが、勤怠のシフトが約200パターンも存在

し、それを紙の台帳で管理していた点です」（豊

田氏）

経理を担当するのはケアマネジャーとしても活

躍する北條氏。

「私どもが運営する施設の中には、100名以上

の介護が必要な利用者様が登録している、大規

模施設が3カ所あり、その施設のご利用者様お一

人ずつに登録が必要です。具体的には利用料と

その回収状況を登録するのですが、1カ月に約

1,000名の売掛と消込の入力業務が発生してお

り、この作業が本当に大変だったと当時の担当

者から聞きました」（北條氏）

ほかにも給与明細のWEB化や年末調整のペー

パーレス化なども検討課題にあがり、経理と売

上未収管理を標準化し「誰でも使えるシステム」

にしたい希望もあった。そこでPCAの販売パート

ナーであるシンエイシステムの阿部氏に相談。シ

ステムの大規模な入れ替えに向けて動き始め

た。

『PCA Dream21』を導入していた敬和会だ

が、新しいシステムについては遠慮することな

く他社も比較検討したという。

「東京ビッグサイトのエキスポにも行って、い

ろんな企業のソフトやシステムを見ました。た

くさん良いソフトを見ましたが、話を聞くうち

に当法人でいちばん重要なのは各ソフトの連

携機能だと気が付きました」（豊田氏）

同法人はPCAならこの「連携」について分が

あると考えた。給与連携の場合は『クロノス』

で勤怠時間を管理でき、給与明細配信と年末

調整は『オフィスステーション』でペーパーレス

化できる。

「『PCA FinTechサービス』が利用できる点も

魅力的でした」（豊田氏）

このような柔軟で多彩なPCAの連携サービ

スが決め手となり、2019年からネットワーク

版（『for SQL』）による『PCA会計』『PCA給与』

『PCA商魂』『PCA商管』『PCA人事管理』『PCA

法定調書』による業務がスタートした。

選定ポイント

○決め手は柔軟で多彩なPCAの
   連携サービス

現在、給与・勤怠管理については次のように

運用している。①『クロノス』で打刻・勤怠時間

の集計をし、データとして出力。⇒②そのデー

タを『PCA給与』に受入して自動的に給与計

算。③各自の給与明細は『オフィスステーショ

ン給与明細』を利用し、WEBから確認。⇒④年

末調整時従業員はスマホで簡単に入力でき

ペーパーレス化。⇒⑤『PCA給与』と『PCA法定

調書』により事務所内からクリック１つで様々

　

導入のメリット

○連携の便利さ以外にも、システム
   の一新で発見できた大切なこと

医療法人社団 敬和会
管理本部長
阿部 修一 氏

医療法人社団 敬和会
給与担当（給与・法定調書・クロノス）
管理本部 人事部労務課 課長
豊田 恵里 氏

医療法人社団 敬和会
ケアマネージャー
経理担当（会計・商魂・商管）
管理本部 事務長代理
北條 徳子 氏

事務所内の様子

※1※2︓『オフィスステーション給与
明細』 『オフィスステーション年末
調整』は、株式会社エフアンドエム
の製品です。

※3︓『クロノス』は、クロノス株式会社
の製品です。

※4︓『PSD労働社会保険』は、株式会
社パシフィックシステムの製品です。



医療法人社団 敬和会

な手続きを完了。担当者は税務署やハロー
ワークに出向く必要なし。この連携により約
700名もの従業員の勤怠管理・給与処理、その
他e-Govを利用して社会保険の電子申請を
たった2名で実行している。
「今回のシステムの一新で成果を実感できた
のは、連携による効率化だけではありません。
これまで各地に点在する施設が独自ルールで
行っていた勤怠管理の問題を浮き彫りにする
ことができました。残業が偏っている人、出勤
と退勤の時刻に対する解釈の違いなど、以前
の紙の管理では見えてこなかった課題が明ら
かになり、コンプライアンス違反防止にも効果
を出しています」（豊田氏）
『オフィスステーション』を使った初めての年
末調整は、豊田氏を含めた2名の職員が各施設
を訪問し使い方や入力の指導を行った。
「導入するときは正直大変でしたよ。しかしい
ざ導入すると、2名で勤怠管理・給与処理がで
きています。職員数が約300名のときから担当
してきましたが、現在約700名。しかし増えた
感じがしないんですよね」（豊田氏）

○会計連動までの確認時間が半分
   以下に。新システム導入で入力業
   務の適正な振り分けにも成功

日高見中央クリニック

【施設紹介】

システム概況図

大規模法人の複雑な「勤怠管理」「給与・会計業務」が、ごく少数の職員で実行可能になった導入効果

『クロノス』

PCA会計
PCA給与

PCA法定調書

会計事務所

PCA
商魂

PCA
商管

「介護請求システム」にて売掛管理
結果を各施設から直接入力

『PCA会計 for SQL』
多数の施設と入力作業を分担

会計事務所へライセンス付与
データ共有と確認が可能に

一部施設にて

『オフィスステーション
　年末調整』

『オフィスステーション
　給与明細』

スマホで入力  ペーパーレス化を実現

WEBで各自にて確認

勤怠データ管理
未収金管理 支払管理

医療・介護・保育に従事する職員(約700名)

本部職員(7名)

※ 取材時、北上市では未対応

税務署
ハローワーク

市区町村

『e-Gov』
『e-Tax』
『eLTAX』

源泉徴収票
社会保険関連

給与支払報告書※

直送

介護老人保健施設とおの

介護老人保健施設たいわ

会計を担当する北條氏は、これまで医療・介
護相談員やケアマネジャーとしてケアプラン
の作成やアドバンス・ケア・プランニングの対
応など、医療・介護の最前線で活躍してきた人
物（現在も兼務）。そのため会計に関する専門
知識は当初はなかったと語る。
「そんな私が現在、全施設の経理を担当し決
算も2回無事に済ませました。それが可能だっ
たのは、①シンエイシステムの阿部さんのサ
ポート。②会計事務所にもPCAのライセンスを
入れ、いつでも確認してもらえる環境にしたこ
と。③理事長より「誰でも簡単に分かりやすく
できる経理にして下さい」と言われ、経理のフ
ローを見直し、入職したばかりの人でも使える
仕組みにしたこと。④各事業所の事務と協力し
本部業務の移行をしたこと。これらの相乗効
果だと思います」（北條氏）　



医療法人社団 敬和会

※会社名と製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
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ピー・シー・エー株式会社 Since 1980.8.1

敬和会は関連会社が開発した資格管理ソフト
の導入や、いち早く給与明細の電子化に取り組む
など、これまでも積極的にIT化を進めてきた。経
営トップが新しいものに常に関心を持ち続けて
おり、今後は「総合DX化」としてさらに先進的な
環境を発展させていく方針だ。高まる一方の介
護や医療のニーズに対し、会計や給与など管理
部門の人員不足は全国で喫緊の課題になってい
る。
「PCAを利用したシステム一新により、少人数の
人員でも業務を遂行できる環境を実現できまし
た。この環境を生かし、より一層地域に根差した
医療・介護・保育を届けていきます」と敬和会・管
理本部長 阿部氏が締めくくった。

今後の課題と展望

○地域に根差したサービスを支え
   る総合DX化

「経理担当となりようやく1年。最初は借方貸方
の違いもよくわからず、相殺（そうさい）をそうさ
つと読んでいたぐらいですからね。しかし阿部さ
んが伝票の作り方や『PCA会計』の便利な機能を
逐一教えてくれました。おかげさまでちゃんと定
刻で帰宅できています」（北條氏）
「導入にあたって印象的なことがありました。そ
れはリモートを使った導入支援です。ちょうどコ
ロナ禍の始まりと導入時期が重なったのです。
最初は本部までPCAの導入支援の担当者の方に
来てもらいましたが、その後はずっとリモート。
勤怠管理の細かな運用もリモートによる指導で
やり遂げたのです。できるものなのですね」（豊田
氏）
「PCA東北営業所の所長さんや営業担当者に
何回も説明会を開いてもらい、そのサポート力も
導入成功の一因だと考えています」とシンエイシ
ステムの阿部氏は、人と人との連携もPCAの強
さだと評価している。

同法人のシステム入れ替えの成功には、次のよ
うな理由があるとシンエイシステムの阿部氏は
語る。
「敬和会様が最初に取り掛かったのは、各現場
における細かなヒアリングでした。その内容を具
体的にまとめてくださり、私はどこに課題がある
のかを把握しやすかったのです。北條さんと豊田
さんは、新システム導入後にイメージしている細
かな社内運用マニュアルも自主的に作成され、
私はそれに沿った提案ができました」（阿部氏）

PCAに限らずどのメーカーのシステムでも、導
入後に違和感を持つ企業がある。それは最初の
課題の洗い出しが不十分で、お互いの情報不足
による影響も大きい。今回は事務処理能力が非
常に高い担当者が、事前に十分な情報提供と準
備をしたことで、販売側もうまく協力できたと阿
部氏は続ける。

○大規模なシステムの入れ替えが
   成功した背景

医療法人社団 敬和会 HP
http://www.keiwakai.info

現在、同法人では会計連動を次のように行って
いる。会計のクライアントを多数の施設に設置
し、『介護請求システム』にて売掛を管理し、その
結果を会計に売掛として直接入力。一部の施設
では①未収金を『PCA商魂』で管理。⇒②支払管
理は『PCA商管』を利用。⇒③これら全施設の
データをネットワーク『for SQL』により本部で
確認。⇒④本部側は北條氏を含めわずか3名の人
員で全施設の会計データを管理。
「介護施設は約20カ所で規模も大規模から小
規模まで様々。以前なら毎月の売掛のチェック
だけでも本部側で6時間かかっていました。しか
しシステムの一新に合わせ、以前からPCAソフト
が入っていた大規模施設については、自分たちで
売掛入力してもらうように変えたのです。実際に
施設を訪れ入力方法を教え、施設の担当者は自
分の作業の意味を理解でき、入力時間も短縮で
きました。結果的には約6時間のチェック時間
が、今では2、3時間です」（北條氏）

看護小規模多機能ホームあおやぎ
グループホームあおやぎ
サービス付高齢者向け住宅あおやぎ

看護小規模多機能ホーム日高見
訪問看護リハビリステーション
日高見ヘルパーステーション
ひたかみ保育所
サービス付高齢者向け住宅日高見

介護老人保健施設みさと

介護老人保健施設まつみ




